　2007年度「京都南部西ブロック共同宣教司牧の歩みの評価」　

１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について。

	1 ブロック司祭団の分担（含む修道者）

今までどおり連絡窓口は司祭団の中で役割分担されているが、それを硬直的に運用しないように、臨機応変に対応するために連絡を密に取っている。お互いに人格的な違いを認め合って交流し、相互に足りないことを補うように信頼関係を基本とした共同宣教司牧の実践を心がけている。

	2 司祭団と信徒との連携体制
共同宣教司牧的なシステムは出来上がりつつあるが、それが自然な形で連携されている所と、従来どおり司祭と信徒の個人的な連携に終わっている所の両面がある。今後はもっと共同体的な連携を更に進める必要がある。

	3 意見交換とコンセンサス
講座や学習会を通してお互いに神と共同体の中で自立した存在になるように学びあっているが、未だ相互依存的な部分があることは否めない現実である。


２．「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて。

	1 意思決定のプロセス
小教区では、毎月１回の評議会及び評議会前の役員会において意見交換を行っている。また各部会では分かち合いを持ちながら活動を進め、課題があれば評議会へ発信し、また評議会から部会に対する意見を発信している。

【課題】最終決定機関は評議会及びブロック評議会が中心であることを更に認識し、決定したことが曖昧にならないように決定内容と決定理由を明記するなど、議事録の正確さが要求される。また何かを企画した場合は、ＰＤＣＡサイクル（計画-plan・実行-do・評価-Check・見直し-act）を今以上に機能させていく。

	2 意見交換・意見集約方法
小教区においては、集会祭儀での分かち合い、各部会での分かち合い、月１度の評議会、役員会等を通じて意見の集約を行った。ブロック内では、各小教区評議会で出た意見は役員を通じてブロック評議会へ提案した。ブロックへの提案事項で内容が緊急なものや複雑な場合は、メールなどを通して次回ブロック評議会までにできるだけ敏速に発信し、会議がスムーズに運ぶように心がけた。

【課題】部会が重なる等、各小教区での定期的な部会開催はかなり厳しい。電話連絡・メールやＦＡＸのやりとりで報告・連絡・相談が多くなったが、場合によっては有効な手段でもある。



	3 情報の共有
今まで同様、評議会議事録の各レターボックスへの配付、お知らせのホームページ掲載、重要事項はミサ後のお知らせや掲示によって、できるだけ発信源を増やし情報の迅速な公開・周知に努めた。評議会で承認された部会特有の内容は、信徒全体に周知されるためにも、ミサ後のお知らせなどを利用して部長から詳細に発信してもらい、正確な情報の周知徹底の向上に努めた。

	4 小教区間の協力
典礼に関して、ブロック合同の学習会で情報交換・情報の共有を行いミサ・集会祭儀に生かせるようにした。各小教区の良さを理解、尊重し共有することで典礼の豊かさが増し、ブロック内信徒相互の信頼の歩みを感じるようになった。集会司式者のブロック内ローテーションを開始することができた。また施設管理に関して、電気・放送設備の改修協力ができた。教育部に関しても、各小教区の得意なところをもちより相互協力して行事の企画・実行ができた。

【課題】担当教会以外のブロックミサへの参加者が少ない。


３．「共同宣教司牧」を支える活動と学びについて。

	1 奉仕や福音宣教者としての意識
・　ブロック集会司式者・聖体奉仕者の学習会を開催した。

・　分かち合い司会者の学習会を開催した。

・　子どもたちの教育に保護者以外の信徒の協力が得られた。

・　入門講座の協力者として、司祭以外に、教理担当協力者の任命と協力によって信徒の相互協力の意味が再認識された。

	2 分かち合いと福音的識別
分かち合いによる福音的識別は集会祭儀の際に教会全体として、その他では、評議会・各部会を中心として適宜行った。また、評議員間では、メールを利用しての分かち合いも行われた。司会者と記録者を明確に分けることでスムーズな進行がされるようになった。

【課題】テーマを解りやすく設定する。まとめ作業を一部の人に限らず持ち回りにすると、そこから得られる気づきによって信仰の深まりが感じられるのではないか。

	3 「部会」やグループの活動について
部会活動は理解されていると思う。年度初めには、ブロック合同部会を開催し、部長が代表者として意見交換、情報の共有を行った。また、典礼部では必要に応じてブロック典礼部会を開催した。ブロック部会・ブロック行事を通して、他の教会の活動内容を情報交換し合えた。

【課題】活動への参加者が一部の人に限られている場合がある。

	4 共同宣教司牧と秘跡・典礼
典礼に関しては、典礼部が中心となり、できるだけ多くの信徒が奉仕できるように典礼奉仕への役割分担を行っている。また共同祈願に関しては、各部会が輪番で制作して担当し、各自が作った祈りを通して共同宣教司牧的な実りを感じることが出来た。

	5 信仰入門・養成講座
入門講座の参加者は、新たな気づきを求めて、信徒の参加も多い。キリスト教講座や教会論などの講座が月１～２回行われている。参加者は設定時間など講座によって異なるが４,５名～１５名前後。

【課題】講座によっては、参加者が少なかったり、参加者が固定されているが、各自の信仰を高める手段としてはもちろんのこと、共同宣教司牧をもっと充実させるために参加を広く呼びかける必要がある。

	6 リーダー養成・信徒養成
新しい役員・奉仕者が少しずつ出てきているが、全体で見ると、さほど広がりは見せていない。集会司式者・聖体奉仕者は少しずつではあるが新しいメンバーが加わってきている。


